
は
、
見
事
に
整
備
さ
れ
た
長
慶
寺
の
伽
藍
や
、
江
戸

時
代
に
作
ら
れ
た
百
石
仏
の
見
学
で
す
。
泉
南
案
内

人
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
同
行
し
て
く
れ
ま
す
。
案
内

人
の
会
は
泉
南
市
の
い
い
と
こ
探
し
の
名
人
集
団
、

泉
南
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
有
志
が
集
ま
っ
て

様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
頼
も
し
い
で
す
。 

◎
市
民
協
働
啓
発
講
座 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
サ
ロ
ン
の
会
場
で
も
あ

る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
、
今
年
度
一
回
目
と
な

る
市
民
協
働
啓
発
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
洋

大
学
の
中
挟
教
授
に
よ
る
地
域
活
動
に
関
す
る
講

義
で
し
た
。
第
二
回
は
十
二
月
十
四
日
、
第
三
回
は

一
月
二
十
九
日
、
同
じ
く
泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
お
時
間
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！
面
白
い
で
す
よ
。 

◎
次
回
、
泉
南
街
道
物
語
【
樽
井
編
】 

 

今
年
度
中
に
、
も
う
一
回
「
泉
南
街
道
物
語
」
を

や
ろ
う
と
な
り
ま
し
た
。
次
は
、
海
側
で
樽
井
地
区

な
ん
か
ど
う
で
し
ょ
う
。
樽
井
地
区
に
は
、
浜
街
道

と
根
来
街
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
樽
井
七
坂
と
い
っ

て
坂
の
多
い
街
で
す
。
三
月
下
旬
を
予
定
、
講
義
を

誰
に
す
る
、
ど
ん
な
ル
ー
ト
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

す
る
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
企
画
す
る
の
も
楽
し
い

時
間
で
す
。 

◎
人
の
繋
が
り 

今
回
、
【
長
慶
寺
編
】
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

長
慶
寺
の
ご
住
職
様
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

た
。
長
慶
寺
で
は
あ
じ
さ
い
祭
り
や
落
語
会
等
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
の
企
画
に
も
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
住
職

様
の
お
話
し
は
大
変
面
白
く
、
つ
い
つ
い
長
居
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ご
縁
、
こ
ん
な
風
に
し

て
人
と
人
は
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

繋
が
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
サ
ロ
ン
に
お
越

し
く
だ
さ
い
！
年
齢
性
別
問
い
ま
せ
ん
！ 
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十
一
月
二
十
七
日
（
火
）
平
成
三
十
年
度
第
八
回
「
泉

南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
六
名
（
市
民
三
名
、
職
員

三
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

十
一
月
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
、
紅
葉
真
っ
盛
り
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
【
泉
南
街
道
物
語
】
の
会
場

に
も
な
っ
て
い
る
信
達
市
場
地
区
の
長
慶
寺
は
、「
あ
じ

さ
い
の
寺
」
と
し
て
有
名
で
す
が
、
も
み
じ
の
美
し
い

お
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
泉
南
市
に
は
、
四
季
折
々
、
美

し
く
自
然
に
彩
ら
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
市
内
で
お
気
に
入
り
の
場
所
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
サ
ロ
ン
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
サ
ロ
ン
は
泉
南
市
の

い
い
と
こ
探
し
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

◎
泉
南
街
道
物
語
【
長
慶
寺
編
】 

 

サ
ロ
ン
発
信
の
「
泉
南
街
道
物
語
」、
十
二
月
六
日
の

【
長
慶
寺
編
】
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
、
講
義

を
行
っ
て
く
れ
る
の
は
、
泉
南
市
の
郷
土
史
研
究
を
行

っ
て
い
る
方
で
す
。
長
慶
寺
の
成
り
立
ち
や
見
ど
こ
ろ

を
お
話
し
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

繋
が
れ
ば
、
何
か
が

生
ま
れ
る
！ 

＊
Ａ
Ｂ
Ｃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＊ 

十
一
月
十
一
日
（
日
）
今
回
が 

第
一
回
目
と
な
る
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
フ
ェ 

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
泉
南
市
立
文
化 

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨 

年
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
秋
の
文 

化
祭
」
と
「
冬
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
一
本
化
し
て
、

誰
も
が
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
劇
団
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
観
客

を
巻
き
こ
ん
で
の
歌
や
演
劇
、
会
場
が
一
体
と
な
り
ま

し
た
。
第
二
部
は
音
楽
鑑
賞
、
「
ソ
ロ
・
二
重
唱
」
「
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
で
す
。
澄
み
渡
る
歌
声
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
本
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
に
聴
衆
は

引
き
込
ま
れ
ま
す
。
主
催
の
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
は

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
市
民
主
体
に
よ
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
市
民
協
働
の
啓
発
実
践
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
薫
り
高
く
緑
あ
ふ
れ

る
泉
南
市
創
造
の
た
め
、
活
動
し
ま
す
！ 


